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30．非結球レタス 

・殺菌剤 

ＦRAC 

コード 
薬剤名 使用方法 使用時期 使用回数 備考 

M1 

（銅水和剤） 

Ｚボルドー 
散布 - - 

野菜類（キ

ャ ベ ツ を

除く） 

ドイツボルドーＡ 散布 - - 野菜類 

11 アミスター２０フロアブル 散布 収穫 7日前まで 4 回以内   

49+40 オロンディスウルトラＳＣ 散布 収穫 7日前まで 2 回以内  

M1 キノンドーフロアブル 散布 収穫 30 日前まで 5 回以内   

43+40 ジャストフィットフロアブル 灌注 定植前日～当日 1 回以内  

49+11 ゾーベックエンカンティアＳＥ 散布 収穫 7日前まで 2 回以内  

M5 ダコニール１０００ 散布 収穫 21 日前まで 2 回以内 
リ ー フ レ

タス 

1 トップジンＭ水和剤 散布 収穫 21 日前まで 2 回以内   

U18 バリダシン液剤５ 散布 収穫 3日前まで 3 回以内   

U17 ピシロックフロアブル 散布 収穫前日まで 3 回以内   

29 フロンサイド粉剤 全面土壌混和 は種又は定植前 1 回   

21 ランマンフロアブル 散布 収穫 3日前まで 3 回以内   

40 レーバスフロアブル 散布 収穫 7日前まで 3 回以内   

・殺菌剤（参考農薬） 

ＦRAC 

コード 
薬剤名 使用方法 使用時期 使用回数 備考 

M1 
(銅水和剤） 

コサイド３０００ 
散布 - - 野菜類  

NC+M1 ジーファイン水和剤 散布 収穫前日まで - 
野菜類(な

すを除く) 

・殺虫剤 

ＩRAC 

コード 
薬剤名 使用方法 使用時期 使用回数 備考 

22 アクセルフロアブル 散布 収穫前日まで 2 回以内   

4 アクタラ粒剤５ 
床土混和 は種前 

1 回 
  

株元散布 育苗期後半   

3 アグロスリン乳剤 散布 収穫 7日前まで 2 回以内   

4 アドマイヤーフロアブル 散布 収穫 7日前まで 2 回以内   

6 アニキ乳剤 散布 収穫前日まで 3 回以内   

6 アファーム乳剤 散布 収穫 3日前まで 3 回以内   

4 

（ジノテフラン） 

アルバリン顆粒水溶剤 

スタークル顆粒水溶剤 

灌注 定植前日～定植時 1 回   

29 ウララＤＦ 散布 収穫前日まで 2 回以内   

11 エスマルクＤＦ 散布 
発生初期（但し、収穫

前日まで） 
- 野菜類  

30 グレーシア乳剤 散布 収穫 3日前まで 2 回  

- 
コナガコン－プラス 

（ロープ状製剤） 

支柱を立てロープ状の

製剤を対象作物の上部

に張り渡す 

対象作物の栽培全期

間 
- 

ｺﾅｶﾞ､ｵｵﾀ

ﾊﾞｺｶﾞが加

害 す る 農

作物等 

- 
コナガコン－プラス 

（ツインチューブ製剤） 

作物の生育に支障のな

い高さに支持棒等を立

て支持棒にﾃﾞｨｽﾍﾟﾝｻｰ

を巻き付け固定し圃場

に配置する。 

対象作物の栽培全期

間 
- 

ｺﾅｶﾞ､ｵｵﾀ

ﾊﾞｺｶﾞ､ﾖﾄｳ

ｶ ﾞ が加害

す る 農 作

物等  

9 コルト顆粒水和剤 散布 収穫 7日前まで 3 回以内   

- コンフューザーＶ 
作物の生育に支障のな

い高さに支持棒等を立

対象作物の栽培全期

間 
  野菜類  
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ＩRAC 

コード 
薬剤名 使用方法 使用時期 使用回数 備考 

て支持棒にﾃﾞｨｽﾍﾟﾝｻｰ

を巻き付け固定し圃場

に配置する。 

28+4 ジュリボフロアブル 灌注 
育苗期後半～定植当

日 
1 回   

5 スピノエース顆粒水和剤 
灌注 定植前まで 1 回   

散布 収穫 7日前まで 2 回以内   

5 ディアナＳＣ 散布 収穫前日まで 2 回以内   

4 トランスフォームフロアブル 散布 収穫前日まで 3 回以内  

14 パダンＳＧ水溶剤 散布 収穫 14 日前まで 2 回以内   

28 フェニックス顆粒水和剤 散布 収穫前日まで 2 回以内   

UN プレオフロアブル 散布 収穫 7日前まで 2 回以内 
リ ー フ レ

タス 

28 プレバソンフロアブル５ 灌注 
育苗期後半～定植当

日 
1 回   

28 ベリマークＳＣ 灌注 
育苗期後半～定植当

日 
1 回   

3 マブリック水和剤２０ 散布 収穫 21 日前まで 2 回以内   

23 モベントフロアブル 散布 収穫 14 日前まで 3 回以内  

4 
モスピラン粒剤 株元散布 定植前日～定植当日 1 回   

モスピラン顆粒水溶剤 散布 収穫 7日前まで 1 回   

28 ヨーバルフロアブル 灌注 
育苗期後半～定植当

日 
1 回   

14 リーフガード顆粒水和剤 散布 収穫 14 日前まで 2 回以内   
注1） 使用回数はその薬剤の使用回数を記載しており、この他に薬剤に含まれる成分毎に、総使用回数が決められているので、

農薬ラベル等を確認してそれを超えないように注意する。 

注2） 薬剤抵抗性の出現を防ぐため、「FRACコード」や「IRACコード」を参考にしながら他系統剤とのローテーション使用を心

掛ける（「薬剤抵抗性管理」参照）。 

注3） 農薬登録上の作物名が標記の作物名と異なる場合、備考欄に記載した。 

注4） 蚕毒・魚毒については、「56．野菜類の総括注意」も参照する。 

 

 

 

病害虫名（Ｆ：菌類病、Ｂ：細菌病、Ｖ：ウイルス病、Ｏ：その他の病原体） 

病害虫名 防除時期 防    除    方    法 注  意  事  項 

根 腐 病 

（Ｆ） 
定 植 前 レタス（玉レタス）の項参照。 レタス（玉レタス）の項参照。 

す そ 枯 病 

（Ｆ） 
定 植 前 

1.高畦にして排水を良くする。 

2.フロンサイド粉剤を 10a 当り 30kg 土壌

全面に均一に散布後、土壌と十分混和す

る。 

3.ダコニール１０００の 1,000 倍液を散

布する。 

 

1.フロンサイドは降雨直後の処理は行

わない。 

2.フロンサイドは薬剤が周辺のレタス

葉にかからないようにする。 

3.６月～８月収穫のものに発病しやす

い。 

4.雨の多い時に多発する傾向がある。 

菌 核 病 

（Ｆ） 
定 植 後 

1.トップジンＭ水和剤 1,500 倍液を散布

する。 

1.低温で降雨が多い条件で発生が多

い。 

灰色かび病 

（Ｆ） 
定 植 後 

1.トップジンＭ水和剤 1,500 倍液を散布

する。 

1.被覆栽培では、資材の除去が遅れる

と発病が助長される。 
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病害虫名 防除時期 防    除    方    法 注  意  事  項 

ベ と 病 

（Ｆ） 

定植前日～ 

定 植 当 日 

1.ジャストフィットフロアブル 500 倍液

をセル成型育苗トレイ 1 箱またはペー

パーポット 1 冊当り 500 ㎖灌注する。 

1.ＱｏＩ剤に関する注意事項「56.野菜

類の総括注意」参照。 

2.銅水和剤は、薬害発生の恐れがある。

炭酸カルシウム水和剤（クレフノン）

の 100～200 倍液を加用すると、薬害

を軽減することができる。 

3.オロンディスウルトラ、レーバス、

ジャストフィットは同一系統の成分

が含まれるため、連用しない。 
生 育 期 間 

1.ピシロックフロアブル 1,000 倍液、アミ

スター２０フロアブル、オロンディスウ

ルトラＳＣ、ランマンフロアブル、レー

バスフロアブルの 2,000 倍液、ゾーベッ

クエンカンティアＳＥ4,000 倍液のい

ずれかを散布する。 

 

［参考農薬］ 

1.Ｚボルドーの 500 倍液、又はドイツボル

ドーＡの 500～1,000 倍液を定植後から

予防散布する。 

 

軟 腐 病 

（Ｂ） 
定 植 後 

1.Ｚボルドー500倍液、ドイツボルドーＡの

500～1,000倍液、キノンドーフロアブル、

バリダシン液剤５の 800 倍液のいずれか

を定植後から予防散布する。 

［参考農薬］ 

1.ジーファイン水和剤 1,000 倍液、又はコ

サイド３０００の2,000倍液を散布する。 

1.銅剤は、炭酸カルシウム水和剤（ク

レフノン）100～200 倍液を加用する

と、薬害を軽減することができる。 

2.土壌の過湿は、軟腐病の発病を助長

するので排水対策を行う。 

 

斑点細菌病 

（Ｂ） 
定 植 後 

1.Ｚボルドー500 倍液、ドイツボルドーＡ

の 500～1,000 倍液、キノンドーフロア

ブル 800 倍液のいずれかを定植後から

予防散布する。 

［参考農薬］ 

1.コサイド３０００の 2,000 倍液を散布す

る。 

腐 敗 病 

（Ｂ） 
定 植 後 

1.Ｚボルドー500 倍液、ドイツボルドーＡ

の 500～1,000 倍液、 キノンドーフロア

ブル、バリダシン液剤５の 800 倍液のい

ずれかを定植後から予防散布する。 

［参考農薬］ 

1.ジーファイン水和剤 1,000 倍液を散布

する。 
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病害虫名 防除時期 防    除    方    法 注  意  事  項 

ネコブ 

センチュウ 

ネグサレ 

センチュウ 

定 植 前 

1.土壌線虫の項を参照する。   

ヨトウムシ 

育苗期後半

～定植当日 

1.ジュリボフロアブル 200 倍液をセル成

型育苗トレイ 1 箱またはペーパーポッ

ト 1冊当り 500 mℓ 灌注する。 

 

 

 

1.ジュリボは蚕毒に特に注意する(特

別指導事項参照)。  

2.ジュリボは水産動物(甲殻類)に影響

があるので注意する。 

3.処理直前、直後の灌水は効果を減ず

ることがあるので避ける。 

 

生 育 期 間 

［参考農薬］ 

1.フェニックス顆粒水和剤 2,000 倍液、又

はスピノエース顆粒水和剤 5,000 倍液

を散布する。 

1.６月、８月頃の幼虫分散期前を重点

に散布する。 

2.フェニックス、スピノエースは蚕毒

に特に注意する（特別指導事項参

照）。 

3.フェニックスは水産動物（甲殻類）

に影響が強いので注意する。 

ウ ワ バ 類 生 育 期 間 

1.フェニックス顆粒水和剤 2,000 倍液を

散布する。 

1.フェニックスは蚕毒に特に注意する

（特別指導事項参照）。 

2.フェニックスは水産動物(甲殻類)に

影響があるので注意する。 

 

オオタバコガ 

定 植 前 日 

～ 当 日 

1.モスピラン粒剤を１株当り 0.5g の割合

で苗の株元に散布する。 

2.ベリマークＳＣの 400 倍液をセル成型

育苗トレイ1箱またはペーパーポット1

冊当り 500 mℓ 灌注する。 

1.モスピランは規定量を均一に散布

し、葉に付いた粒剤を培土上に軽く

払い落とした後、粒剤が育苗箱の外

に流れ落ちない程度に軽く散水す

る。 

2.ベリマークは処理直後の灌水は効果

を減ずることがあるので避ける。 

3.ベリマークは水産動物(甲殻類)に影

響があるので注意する。 

 

定 植 時 

1.プレバソンフロアブル５の 100 倍液を

セル成型育苗トレイ 1箱またはペーパ

ーポット 1冊当り 500 mℓ 灌注する。 

1.プレバソンは蚕毒に特に注意する 

（特別指導事項 参照）。 

2.プレバソンは水産動物（甲殻類）に影

響があるので注意する。 

3.定植後、干ばつ状態が続く場合や乾

燥時にマルチ被覆をした場合は効果

が劣ることがあるので、定植後に灌

水を実施すると効果が安定する。 

4.軟弱徒長苗では薬害を生ずるおそれ

があるので使用しない。 

5.処理直後の灌水は効果を減ずること

があるので避ける。 
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病害虫名 防除時期 防    除    方    法 注  意  事  項 

オオタバコガ 生 育 期 間 

1.アファーム乳剤、エスマルクＤＦ、プレ

オフロアブルの 1,000 倍液、アクセルフ

ロアブル 1,000～2,000 倍液、アニキ乳

剤、フェニックス顆粒水和剤の 2,000 倍

液、グレーシア乳剤の 3,000 倍液、スピ

ノエース顆粒水和剤、ディアナＳＣの

5,000 倍液のいずれかを散布する。 

2.コナガコン－プラス（ロープ状製剤）を

10a 当り 20ｍ、支柱を用いて非結球レタ

スの上に設置する。 

3.コナガコン-プラス（ツインチューブ製

剤）を長さ 50～60cm 程度の棒の端に２

本留めたものを１セットとし、10a 当り

50 セットを４ｍ×５ｍ間隔格子状に、

ほ場内へ均等に配置する。 

1.オオタバコガの産卵最盛期は７～８

月末である。この時期に作付ける作

型では薬剤抵抗性発達回避のため、

ローテーションしながら発蛾盛期を

中心に１週間間隔で２～３回散布す

る。 

2.アニキ、アファーム、グレーシアは

蚕毒及び魚毒に、エスマルク、プレ

オ、フェニックス、スピノエース、

ディアナは蚕毒に特に注意する（特

別指導事項参照）。 

3.フェニックスは水産動物(甲殻類) 

に影響があるので注意する。 

4.プレオの使用はリーフレタスに限

る。 

5.性フェロモン剤に関する注意事項 

（1）フェロモントラップのデータを参

考にして７月上中旬に設置する。 

（2）10ha以上の面積で共同利用する。 

（3）コナガコン－プラス（ツインチュ

ーブ製剤のみ）はヨトウガにも

登録がある。 

（4）多発時は殺虫剤を散布する。 

 

オオタバコガ 

タマナギン 

ウワバ 

生 育 期 間 

1.コンフューザーＶを長さ 50～60cm 程度

の棒の端に４本留めたものを１セット

とし、10a 当り 25 セットを６ｍ×７ｍ

間隔格子状に、ほ場内へ均等に配置す

る。 

1.オオタバコガ対象の場合、第１世代

成虫発生初期(概ね７月上旬～中旬

頃)に設置する。 

2.タマナギンウワバ対象の場合、越冬

世代成虫発生期(概ね４月下旬頃)に

設置する。 

3.10ｈa 以上の面積で共同利用する。 

4.本剤の対象害虫はオオタバコガ、タ

マナギンウワバ、イラクサギンウワ

バ、ヨトウガ、シロイチモジヨトウ、

ハスモンヨトウであり、これら以外

の害虫には効果がないので発生が認

められたら殺虫剤で防除する。 

5.多発時は殺虫剤を散布する。 

 

アザミウマ類 生 育 期 間 

1.リーフガード顆粒水和剤 1,500 倍液、グ

レーシア乳剤 2,000 倍液、ディアナＳＣ

5,000 倍液のいずれかを散布する。 

 

1.グレーシア、リーフガードは蚕毒及

び魚毒に、ディアナは蚕毒に特に注

意する（特別指導事項参照）。 

アブラムシ類 

 

定 植 当 日 

 

1.アクタラ粒剤５、又はモスピラン粒剤を

１株当り 0.5g 株元散布する。 

2.ジノテフラン(アルバリン、スタークル)

顆粒水溶剤の 50～100 倍液又はヨーバ

ルフロアブル 200 倍液を、セル成型育苗

トレイ 1 箱またはペーパーポット 1 冊

当り 500 mℓ 灌注する。 

1.セル成型苗で使用する場合は薬害を生

じやすいので、定植当日に処理する。 

2.アクタラ、モスピランは規定量を均

一に散布し、葉についた粒剤を培土

上に軽く払い落とした後、粒剤が育

苗箱の外に流れ落ちない程度に軽く

散水する。 

3.ジノテフランは、処理直後の灌水は

効果を減ずることがある。 

4.ヨーバルは蚕毒に特に注意する（特

別指導事項参照）。 

 



―野菜類―                                     ―非結球レタス― 

 

病害虫名 防除時期 防    除    方    法 注  意  事  項 

アブラムシ類 生 育 期 間 

1.アグロスリン乳剤、ウララＤＦ、トラン

スフォームフロアブルの 2,000 倍液、ア

ドマイヤーフロアブル、コルト顆粒水和

剤、マブリック水和剤２０、モスピラン

顆粒水溶剤、モベントフロアブルの

4,000 倍液のいずれかを散布する。 

1.発生初期に散布する。 

2.アグロスリン、マブリックは蚕毒及

び魚毒に、アドマイヤー、モスピラ

ンは蚕毒に特に注意する（特別指導

事項参照）。 

3.コルトは水産動物（特に甲殻類）に

影響が強いので注意する。 

4.トランスフォーム、モベントは蚕毒

に注意する。 

5.モベントは不稔などの薬害のおそれ

があるため、水稲にかからないよう

注意する。 

ナモグリバエ 

（ハモグリ 

バエ類） 

は 種 前 

1.アクタラ粒剤５を培土１ℓ当り 15g の割

合で混和し、は種する。 

1.処理量を厳守し、薬剤を培土に均一

に混和する。 

2.過度の乾燥後に灌水するなど薬剤が

急激に吸収されるような条件では、

薬害を生ずる恐れがあるので、十分

に注意する。 

定植前日～

当日 

1.アクタラ粒剤５、モスピラン粒剤を１株

当り 0.5g 株元散布する。 

2.ジノテフラン(アルバリン、スタークル)

顆粒水溶剤 50～100 倍液、スピノエース

顆粒水和剤 500 倍液のいずれかを、セル

成型育苗トレイ 1 箱またはペーパーポ

ット 1冊当り 500mℓ 灌注する。 

 

1.セル成型苗で使用する場合は薬害を

生じやすいので、定植当日に処理す

る。 

2.規定量を均一に散布し、葉についた

粒剤を培土上に軽く払い落とした

後、粒剤が育苗箱の外に流れ落ちな

い程度に軽く散水する。 

3.定植後、干ばつ状態が続く場合や乾

燥時にマルチ被覆をした場合は効果

が劣ることがあるので、灌水を実施

すると効果が安定する。 

4.ジノテフラン、スピノエース、ベリ

マークは処理直前、直後の灌水で効

果を減ずることがあるので避ける。 

5.ヨーバルは蚕毒に特に注意する（特

別指導事項参照）。 

6.ベリマークは水産動物（甲殻類）に

影響が強いので注意する。 

育苗期後半

～定植当日 

1.ヨーバルフロアブル 200 倍液、又はベリ

マークＳＣの 400 倍液をセル成型育苗

トレイ 1 箱またはペーパーポット 1 冊

当り 500 mℓ 灌注する。 

定 植 時 

1.プレバソンフロアブル５の 100 倍液、ジ

ュリボフロアブル 200 倍液のいずれか

を、をセル成型育苗トレイ 1 箱またはペ

ーパーポット1冊当り500mℓ 灌注する。 

 

 

 

1.プレバソン、ジノテフラン、ジュリ

ボは蚕毒に特に注意する（特別指導

事項参照）。 

2.プレバソン、ジュリボは水産動物（甲

殻類）に影響があるので注意する。 

3.軟弱徒長苗では薬害を生じる恐れが

あるので使用しない。 

4.処理直後の灌水は効果を減ずること

があるので避ける。 

生 育 期 間 

1.プレオフロアブル 1,000 倍液、パダンＳ

Ｇ水溶剤 1,500 倍液、グレーシア乳剤

3,000 倍液のいずれかを散布する。 

 

 

  

1.発生の恐れのある作期では、殺虫剤  

の定植期土壌処理と組み合わせるこ

とにより、高い防除効果を得ること

ができる。 

2.グレーシアは蚕毒及び魚毒に、パダ

ン、プレオは蚕毒に特に注意する(特

別指導事項参照)。 

3.パダンは水産動物（魚類、甲殻類、 

ドジョウ、藻類）に注意する。 

 


